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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数件分の、送信先名と前記送信先名に対応づけられ送信先の番号やアドレスを示す送
信先情報を含む宛先情報を送信先データとして記憶する記憶部と、
　画面、画像を表示し、前記送信先データに基づき、複数件分の前記宛先情報を示し、送
信先を指定するためのリストを表示する表示部と、
　前記表示部に対して設けられ、使用者の入力を受け付け、１又は複数のタッチされてい
る位置を検知するタッチパネル部と、
　最初にタッチした位置から移動後のタッチ位置までの移動距離と、タッチ位置を移動さ
せた方向である移動方向を認識する認識部を含み、
　前記タッチパネル部が複数点の同時タッチを受け付けたとき、
　前記表示部は、１又は複数枚の前記リストを表示し、前記認識部が認識した前記移動距
離が長くなるに従って表示する前記リストの枚数を増やし、複数枚の前記リストを表示す
るとき、前記認識部が認識した前記移動方向に沿って順番に前に表示した前記リストの上
方に新たな前記リストを重ねて表示し、
　前記タッチパネル部は前記リストに含まれるいずれかの送信先を指定する入力を受け付
けることを特徴とする表示入力装置。
【請求項２】
　前記移動方向に対して、前記送信先名の昇順で前記宛先情報が整列された前記リストを
順番に表示するか、前記送信先名の降順で前記宛先情報が整列された前記リストを順番に
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表示するかが予め定められており、
　前記表示部は、前記移動方向に応じて前記送信先名の昇順又は降順で前記宛先情報が整
列された前記リストを順番に表示することを特徴とする請求項１に記載の表示入力装置。
【請求項３】
　前記表示部はタッチされている位置に重なるように前記リストを表示することを特徴と
する請求項１又は２に記載の表示入力装置。
【請求項４】
　前記認識部は複数点の同時にタッチされた点が無くなった後、新たにタッチされた点の
位置の移動距離と移動方向、又は、複数点の同時タッチの後、タッチされたままのいずれ
かの点の移動距離と移動方向を認識することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項
に記載の表示入力装置。
【請求項５】
　前記タッチパネル部はリストとして表示する前記宛先情報の範囲を指定する入力を受け
付け、
　前記表示部は指定された範囲の前記宛先情報が前記送信先名の昇順又は降順で整列され
た前記リストを表示することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の表示入
力装置。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１項に記載の表示入力装置を含むことを特徴とする画像形成
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示部やタッチパネル部を有する表示入力装置、及び、これを備えた画像形成
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　データを送信できる電子機器には、候補として表示された送信先の中から選ぶだけで送
信先のアドレスや番号を設定できるように、アドレス帳と呼ばれる機能が設けられること
がある。例えば、送信先名と、送信先名に対応づけて送信先のアドレスや番号や所属グル
ープなどが予め電子機器に入力される。そして、電子機器の記憶部（例えば、内蔵メモリ
ー）が送信先名と送信先名に対応づけられた各種情報を記憶する。そして、使用者は表示
された送信先の中から、これから送信を行う送信先を指定することで、記憶されたアドレ
スや番号が呼び出される。
【０００３】
　このような送信先名等を記憶するアドレス帳機能を有する機器の一例が特許文献１に記
載されている。具体的に、特許文献１には、表示部と、制御部と、タッチパネルと、電話
帳データを記憶する記憶部とを有し、制御部は表示画面における第１の表示領域に五十音
の各行の先頭文字が表示されたタブを表示させる第１の処理と、タブのいずれかに対応す
る位置へのタッチが所定時間以上継続していることを検出したときに、そのタブに表示さ
れている文字とその文字の属する行の後続する文字を表示するプルダウンタブを表示画面
に表示させる第２の処理と、タッチされている位置がタブからプルダウンタブに移動し、
プルダウンタブに表示されているいずれかの文字の位置においてタッチアップされたこと
を検出したときに、電話帳データから、タッチアップされた位置の文字以降の文字を先頭
文字とするデータを読み出して、表示画面に表示させる第３の処理とを実行する携帯端末
装置が記載されている。この構成により、タッチパネルのメリットを生かし、電話帳の検
索に関する操作を容易かつ好適に行えるようにしようとする（特許文献１：請求項１、段
落［０００７］等参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－１１４５１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　例えば、複写機、複合機、プリンター、ＦＡＸ装置等の画像形成装置にも、表示を行う
パネルとタッチパネルの組み合わせを含む操作パネルが設けられる。そして、画像形成装
置のような固定された操作パネルでも、送信先名と送信先名に対応づけて、番号やアドレ
スを示す送信先情報を組み合わせた宛先情報を、複数件分、予め記憶させておくことがあ
る。
【０００６】
　そして、画像形成装置の操作パネルでは、複数件分の宛先情報を一覧として表示するこ
とがある（アドレス帳機能）。使用者はこれから送信しようとする送信先を検索し、表示
させた後、所望の送信先の表示位置をタッチし、送信先を選択する。これにより、アドレ
スや番号を入力せずに、送信先のアドレスや番号を設定することができる。
【０００７】
　ここで、従来、リストでの表示順は一定である（例えば、送信先名のあいうえお順）。
又、スクロールバーや矢印キーなど、表示される宛先情報を切り替えるためのボタンの表
示位置をタッチして、アドレス帳の表示内容を変更し目的とする送信先を探しあてる操作
が行われる。例えば、矢印キーの表示位置をタッチすることにより、１件又は複数件ずつ
新たな宛先情報が表示される。
【０００８】
　このように、従来、所望の送信先が表示されるまで、使用者はリストの内容を切り替え
る操作を続けなくてはならず、所望の送信先を指定するまで、操作に手間がかかる場合が
あるという問題がある。又、リストでの表示順は一定であり、所望の送信先を素早くリス
トに表示させられるように、自由に並び替えを行えない。従って、使用者が所望する表示
順（昇順・降順）でリストを表示することができず、又、直感的な操作で簡易、迅速に所
望の送信先を表示させ、簡易、直感的に所望の送信先を指定できないという問題がある。
【０００９】
　尚、特許文献１をみると、送信先名の頭文字に関し、検索のため、タブを表示し、タブ
の表示位置がタッチされることで特定の頭文字を選ぶためのプルダウンタブを表示し、プ
ルタウンタブで押された文字を先頭の文字として検索結果（電話帳データ）を表示する。
しかし、特許文献１記載の技術では、使用者が所望する順番に並べて表示させることがで
きず、不便であり、簡易、直感的に所望の送信先を選択することができないという問題が
ある。又、携帯端末の小画面に小さなブルダウンタブを表示するので（特許文献１：図３
参照）、先頭の文字を選択しづらく、指の太い人では特に押し間違えが生じやすい。従っ
て、所望の送信先を表示させる操作に不便な点があり、この点でも、特許文献１記載の技
術には、簡易、直感的に所望の送信先を選択しづらいという問題がある。
【００１０】
　本発明は上記の問題点に鑑み、複数件の中から、所望の送信先を直感的な操作で簡易、
迅速に表示させ、簡易、直感的に所望の送信先を指定できるようにし、表示入力装置を使
いやすくすることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題解決のため請求項１に係る表示入力装置は、複数件分の、送信先名と前記送信
先名に対応づけられ送信先の番号やアドレスを示す送信先情報を含む宛先情報を送信先デ
ータとして記憶する記憶部と、画面、画像を表示し、前記送信先データに基づき、複数件
分の前記宛先情報を示し、送信先を指定するためのリストを表示する表示部と、前記表示
部に対して設けられ、使用者の入力を受け付け、１又は複数のタッチされている位置を検
知するタッチパネル部と、最初にタッチした位置から移動後のタッチ位置までの移動距離
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と、タッチ位置を移動させた方向である移動方向を認識する認識部を含み、前記タッチパ
ネル部が複数点の同時タッチを受け付けたとき、前記表示部は、１又は複数枚の前記リス
トを表示し、前記認識部が認識した前記移動距離が長くなるに従って表示する前記リスト
の枚数を増やし、複数枚の前記リストを表示するとき、前記認識部が認識した前記移動方
向に沿って順番に前に表示した前記リストの上方に新たな前記リストを重ねて表示し、前
記タッチパネル部は前記リストに含まれるいずれかの送信先を指定する入力を受け付ける
こととした。
【００１２】
　この構成によれば、タッチパネル部が複数点の同時タッチを受け付けたとき、表示部は
、１又は複数枚のリストを表示し、認識部が認識した移動距離が長くなるに従って表示す
るリストの枚数を増やし、複数枚のリストを表示するとき、認識部が認識した移動方向に
沿って順番に前に表示したリストの上方に新たなリストを重ねて表示し、タッチパネル部
はリストに含まれるいずれかの送信先を指定する入力を受け付ける。これにより、使用者
は複数点の同時タッチすることで、リストを表示させることができる。又、タッチした点
の移動量を調整することで、表示されるリストの枚数をコントロールすることができる。
又、タッチした点を移動させる方向に沿って順番にリストが展開されていくので、タッチ
した点をスライドさせる操作がリストの表示を繰る操作と直結し、表示されるリストの枚
数や方向を滑らかに扱うことができる。従って、使用者は直感的な操作で所望の送信先を
簡易に表示部に表示させることができる。又、使用者は簡易、迅速に所望の送信先を指定
できる。
【００１３】
　尚、最初のタッチした位置は、複数点のタッチ（例えば、２点タッチ）の後、指がタッ
チパネル部から離されないままタッチされた点が移動されたとき、タッチされた複数点の
うちいずれかのタッチされた位置であり、複数点のタッチ（例えば、２点タッチ）の後、
移動無しに指がタッチパネル部からいったん離されたとき、再びタッチされた点の位置で
ある。
【００１４】
　又、請求項２に係る発明は、請求項１の発明において、前記移動方向に対して、前記送
信先名の昇順で前記宛先情報が整列された前記リストを順番に表示するか、前記送信先名
の降順で前記宛先情報が整列された前記リストを順番に表示するかが予め定められており
、前記表示部は、前記移動方向に応じて、前記送信先名の昇順又は降順で前記宛先情報が
整列された前記リストを順番に表示することとした。
【００１５】
　この構成によれば、移動方向に対して、送信先名の昇順で宛先情報が整列されたリスト
を順番に表示するか、送信先名の降順で宛先情報が整列されたリストを順番に表示するか
が予め定められており、表示部は、移動方向に応じて、送信先名の昇順又は降順で宛先情
報が整列されたリストを順番に表示する。これにより、使用者はタッチした点を移動させ
る方向によってリストの内容（表示される送信先名）を昇順で整列させるか、降順で整列
させるか選択することができる。従って、リストの内容を使用者が所望する順番に並べて
表示させることができる。
【００１６】
　又、請求項３に係る発明は、請求項１又は２の発明において、前記表示部はタッチされ
ている位置に重なるように前記リストを表示することとした。
【００１７】
　この構成によれば、表示部はタッチされた位置に重なるようにリストを表示する。これ
により、タッチした点の移動方向に沿うようにリストが表示される。
【００１８】
　又、請求項４に係る発明は、請求項１乃至３の発明において、前記認識部は複数点の同
時にタッチされた点が無くなった後、新たにタッチされた点の位置の移動距離と移動方向
、又は、複数点の同時タッチの後、タッチされたままのいずれかの点の移動距離と移動方
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向を認識することとした。
【００１９】
　この構成によれば、認識部は複数点の同時にタッチされた点が無くなった後、新たにタ
ッチされた点の位置の移動距離と移動方向、又は、複数点の同時タッチの後、タッチされ
たままのいずれかの点の移動距離と移動方向を認識する。これにより、タッチパネル部に
複数点のタッチをした後（リストの表示モードとした後）、例えば、１点のタッチをした
指を動かす操作や、リストを表示させるために複数点タッチに用いられた、いずれかの指
を移動させる操作によって、複数枚分のリストの表示をコントロールすることができる。
【００２０】
　又、請求項５に係る発明は、請求項１乃至４の発明において、前記タッチパネル部はリ
ストとして表示する前記宛先情報の範囲を指定する入力を受け付け、前記表示部は指定さ
れた範囲の前記宛先情報が前記送信先名の昇順又は降順で整列された前記リストを表示す
ることとした。
【００２１】
　この構成によれば、タッチパネル部はリストとして表示する宛先情報の範囲を指定する
入力を受け付け、表示部は送信先名の昇順又は降順で指定された範囲の宛先情報が表示さ
れたリストを表示する。これにより、リストとして表示する対象を絞ったうえで、リスト
を表示させることができる。従って、表示されるリストの枚数を減らすことができ、速や
かに所望の送信先名を含むリストを表示させることができる。
【００２２】
　又、請求項６に係る画像形成装置は、請求項１乃至５のいずれか１項に記載の表示入力
装置を含むこととした。
【００２３】
　この構成によれば、上記の表示入力装置を有するので、使用者は直感的な操作で所望の
送信先を簡易に表示部に表示させ、簡易、直感的に所望の送信先を指定できる。これによ
り、送信のための操作が容易で使いやすい画像形成装置を提供することができる。
【発明の効果】
【００２４】
　上述したように、本発明によれば、複数点のタッチを起点として、操作パネルに所望の
送信先を直感的な操作で簡易に表示させ、簡易、迅速に所望の送信先を指定できる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】複合機の一例を示す正面模型的断面図である。
【図２】操作パネルの一例を示す平面図である。
【図３】複合機や操作パネルのハードウェア構成の一例を示すブロック図である。
【図４】送信先データの構成の概念の一例を示す説明図である。
【図５】宛先情報登録画面の一例を示す説明図である。
【図６】ソフトウェアキーボード画面の一例を示す説明図である。
【図７】送信先設定画面の一例を示す説明図である。
【図８】リストの呼び出し操作の一例を説明するための説明図である。
【図９】送信先設定画面に表示されたリストの一例を示す説明図である。
【図１０】右上から左下の方向への複数枚のリストの表示の一例を示す説明図である。
【図１１】左上から右下の方向への複数枚のリストの表示の一例を示す説明図である。
【図１２】上から下の方向への複数枚のリストの表示の一例を示す説明図である。
【図１３】下から上の方向への複数枚のリストの表示の一例を示す説明図である。
【図１４】右から左の方向への複数枚のリストの表示の一例を示す説明図である。
【図１５】左から右の方向への複数枚のリストの表示の一例を示す説明図である。
【図１６】リストの表示制御の流れの一例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
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　以下、図１～図１６を用い、実施形態を説明する。以下では、操作パネル１（表示入力
装置に相当）を含む複合機１００（画像形成装置に相当）を例に挙げ説明する。但し、本
実施の形態に記載されている構成、配置等の各要素は、発明の範囲を限定せず、単なる説
明例にすぎない。
【００２７】
（画像形成装置の概略）
　まず、図１を用い、実施形態に係る複合機１００の概略を説明する。図１は複合機１０
０の一例を示す正面模型的断面図である。
【００２８】
　図１に示すように、複合機１００の正面前方には、複合機１００に関して各種設定を行
うための操作パネル１が設けられる（詳細は後述）。又、図１に示すように、本実施形態
の複合機１００は、上部に、画像読取部２ａと原稿搬送部２ｂが設けられ、内部に、給紙
部３ａ、搬送部３ｂ、画像形成部４、中間転写部５ａ、定着部５ｂ、排出搬送部３ｃ、両
面搬送部３ｄ等を備える。
【００２９】
　原稿搬送部２ｂは原稿トレイ２１を有する。コピーやスキャンを行う原稿は原稿トレイ
２１に載置される。そして、原稿搬送部２ｂは原稿トレイ２１から原稿を１枚ずつ、自動
的に連続して読取位置（送り読取用コンタクトガラス２２）に搬送する。又、原稿搬送部
２ｂは図１の紙面奥側を支点として画像読取部２ａに上下方向に開閉自在に取り付けられ
る。原稿搬送部２ｂは画像読取部２ａのコンタクトガラス（送り読取用コンタクトガラス
２２及び載置読取用コンタクトガラス２３）を上方から押さえるカバーとして機能する。
【００３０】
　図１に示すように、画像読取部２ａの上面には、送り読取用コンタクトガラス２２と書
籍等の原稿を１枚ずつ読み取る際に原稿を載置する載置読取用コンタクトガラス２３が配
される。又、画像読取部２ａ内には、ランプ、ミラー、レンズ、イメージセンサー等（不
図示）が配される。イメージセンサーは原稿搬送部２ｂが送り読取用コンタクトガラス２
２を通過させる原稿、あるいは、載置読取用コンタクトガラス２３に載置された原稿の反
射光を元に、原稿を読み取る。そして、イメージセンサーは反射光を画像濃度に応じたア
ナログの電気信号に変換し、電気信号の量子化を行う。これにより、原稿の画像データが
得られる。尚、本実施形態の画像読取部２ａは、カラーでも読み取り可能であり、白黒で
も読み取り可能である。
【００３１】
　複合機１００本体内の複数の給紙部３ａはそれぞれ、各サイズ（例えば、Ａ４、Ｂ４等
のＡ型、Ｂ型の定型用紙やレターサイズ等）、各種用紙（例えば、コピー用紙、再生紙、
厚紙、ＯＨＰシート等）を複数枚収容する。各給紙部３ａはそれぞれ回転駆動する給紙ロ
ーラー３１を備え、印刷時、１枚ずつ搬送部３ｂに用紙を送り込む。
【００３２】
　搬送部３ｂは給紙部３ａから画像形成部４まで装置内で用紙を搬送する通路である。そ
して、搬送部３ｂには、用紙の案内のためのガイド板や、用紙搬送時に回転駆動する搬送
ローラー対３２（図２おいて、上方から３２ａ、３２ｂ、３２ｃの計３つ）や、搬送され
る用紙を画像形成部４の手前で待機させ、形成されたトナー像の転写タイミングに合わせ
用紙を送り出すレジストローラー対３３等が設けられる。
【００３３】
　画像形成部４は複数の画像形成ユニット４０（ブラック用の４０Ｂｋ、イエロー用の４
０Ｙ、シアン用の４０Ｃ、マゼンタ用の４０Ｍ）と露光装置４１を含む。画像形成ユニッ
ト４０は回転駆動可能に支持された感光体ドラムや、感光体ドラムの周囲に配設された帯
電装置、現像装置、清掃装置等を備える。露光装置４１は画像読取部２ａで読み取られた
画像データや後述の記憶装置６２（記憶部に相当）に記憶される画像データ等に基づき、
レーザ光を点消灯しつつ出力し、各感光体ドラムを走査露光する。そして、各画像形成ユ
ニット４０と露光装置４１により、各感光体ドラムの周面上にトナー像が形成される。
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【００３４】
　中間転写部５ａは各画像形成ユニット４０からトナー像の１次転写を受け、シートに２
次転写を行う。中間転写部５ａは、各１次転写ローラー５１Ｂｋ～５１Ｍ、中間転写ベル
ト５２、駆動ローラー５３、複数の従動ローラー５４（５４ａ～５４ｃ）、２次転写ロー
ラー５５、ベルト清掃装置５６等を含む。中間転写ベルト５２は、駆動ローラー５３等に
張架され、モータ等の駆動機構（不図示）に接続される駆動ローラー５３の回転駆動によ
り周回する。そして、各１次転写ローラー５１Ｂｋ～５１Ｍには、転写用電圧が印加され
、各感光体ドラムのトナー像は中間転写ベルト５２に転写される。ずれなくトナー像を重
畳して中間転写ベルト５２に１次転写した後、所定の電圧を印加された２次転写ローラー
５５により、シートにトナー像が転写される。
【００３５】
　定着部５ｂは用紙に転写されたトナー像を定着させる。定着部５ｂは発熱体を内蔵する
加熱ローラー５７とこれに圧接する加圧ローラー５８を含む。そして、用紙が加熱ローラ
ー５７と加圧ローラー５８のニップを通過すると、トナーが溶融・加熱され、トナー像が
用紙に定着する。定着部５ｂから排出された用紙は、排出トレイ３４方向に送られる。
【００３６】
　排出搬送部３ｃは印刷済の用紙を排出トレイ３４方向又は両面搬送部３ｄの方向に用紙
搬送方向を仕分ける。そして、排出搬送部３ｃは正回転方向に回転駆動して排出トレイ３
４の方向に送り出す、或いは、両面印刷のため逆回転しスイッチバックを行う排出ローラ
ー対３５を有する。又、排出搬送部３ｃは、用紙の搬送方向を切り替えるため、切替弁３
６を有する。切替弁３６は回動する。切替弁３６は、両面搬送部３ｄを閉じて用紙を排出
トレイ３４方向に導く位置を基本位置とし、両面印刷の際、回動してスイッチバックされ
た片面印刷済みの用紙を両面搬送部３ｄに導く。両面搬送部３ｄは、定着部５ｂの下流側
とレジストローラー対３３の上流側とを結ぶ。両面搬送部３ｄには、両面印刷のため、回
転駆動する複数の両面搬送ローラー対３７～３９が設けられ、片面印刷済の用紙が搬送さ
れる。
【００３７】
（操作パネル１）
　次に、図２を用いて、実施形態に係る操作パネル１の一例を説明する。図２は操作パネ
ル１の一例を示す平面図である。
【００３８】
　図１に示すように、操作パネル１は複合機１００の正面上方に設けられる。そして、操
作パネル１は表示部１１、タッチパネル部１２、ハードキー（例えば、数字入力用のテン
キー部１３やコピー等の処理開始指示用のスタートキー１４等）を含む。
【００３９】
　例えば、表示部１１は液晶表示パネルである。表示部１１は有機ＥＬパネルなど他種の
表示パネルでもよい。表示部１１は複合機１００の設定を行うためのメニューやキーを表
示する。使用者は表示部１１に表示されたキーを指定して、複合機１００の各種設定を入
力できる。又、表示部１１は複合機１００等の状態メッセージ等の各種画像、画面を表示
する。
【００４０】
　又、表示部１１の上面にタッチパネル部１２が設けられる。タッチパネル部１２は使用
者がタッチした位置、座標を検知する。キーの表示位置とタッチされた位置を比較するこ
とで、使用者が指定するキーが特定され、使用者の入力が受け付けられる。
【００４１】
　タッチパネル部１２は同時にタッチされた複数の位置を認識できる。そのため、タッチ
パネル部１２には投影型の静電容量方式のタッチパネルを用いることができる。尚、同時
にタッチされた複数の位置を認識できればよく、必ずしも、タッチパネル部１２は静電容
量方式のものに限られない。
【００４２】
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　そして、本実施形態の表示部１１は画像データの送信を行うとき、予め複合機１００に
記憶された送信先データ７（詳細は後述）に基づき、送信先名や送信先情報を複数件分含
むリスト９を表示できる。使用者はタッチパネル部１２を用いて、リスト９に表示された
送信先の中から、送信したい相手方を指定することで、送信先の番号やアドレスを入力す
ることなく、送信先の番号やアドレスを設定できる（詳細は後述）。
【００４３】
（複合機１００等のハードウェア構成）
　次に、図３を用いて、実施形態に係る複合機１００や操作パネル１のハードウェア構成
の一例を説明する。図３は複合機１００や操作パネル１のハードウェア構成の一例を示す
ブロック図である。
【００４４】
　まず、複合機１００本体内には、主制御部６が設けられる。例えば、主制御部６は操作
パネル１、原稿搬送部２ｂ、画像読取部２ａ、給紙部３ａ、搬送部３ｂ、画像形成部４、
定着部５ｂ、排出搬送部３ｃ等と接続され、これらの制御を行う。
【００４５】
　例えば、主制御部６はＣＰＵ６１等の制御を行う素子を含む。ＣＰＵ６１は記憶装置６
２に格納され、展開される制御プログラムに基づき演算等を行い、複合機１００の各部を
制御する。尚、主制御部６は全体制御や画像処理を行うメイン制御部や、画像形成や各種
回転体を回転させるモータ等のＯＮ／ＯＦＦ等を行い、印刷を制御するエンジン制御部等
、機能ごとに分割して複数種設けられてもよい。本説明では、これらの制御部を主制御部
６としてまとめた形態を示し、説明する。
【００４６】
　記憶装置６２は主制御部６と接続される。記憶装置６２はＲＯＭ、ＲＡＭ、ＨＤＤ等の
不揮発性と揮発性の装置を組み合わせたものである。記憶装置６２は複合機１００の制御
用プログラム、制御用データ、設定データ、画像データ等の各種データを記憶できる。
【００４７】
　そして、主制御部６は各種コネクタ、ソケットやＦＡＸモデム等を備えたインターフェ
イス部（以下、通信部６３）と接続される。通信部６３はネットワークや公衆回線等によ
り複数の外部のコンピューター２００（例えば、パーソナルコンピューターやサーバー）
や相手方ＦＡＸ装置３００（図７では、いずれも便宜上１つのみ図示）と接続される。例
えば、画像読取部２ａで得られた画像データを記憶装置６２に記憶させることや（ボック
ス機能）、外部のコンピューター２００や相手方ＦＡＸ装置３００に送信することができ
る（スキャナ機能、ＦＡＸ機能、インターネットＦＡＸ機能）。又、外部のコンピュータ
ー２００や相手方ＦＡＸ装置３００から送信され、複合機１００に入力される画像データ
に基づき印刷、ＦＡＸ送信等を行うこともできる（プリンター機能、ＦＡＸ機能）。
【００４８】
　又、例えば、主制御部６には、画像読取部２ａで原稿を読み取って得られた画像データ
や通信部６３を介して複合機１００に入力された画像データに対し、画像処理を施す画像
処理部６４が設けられる。例えば、画像処理部６４が処理した画像データは露光装置４１
に送信され、感光体ドラムの走査・露光に用いられたり、記憶装置６２に記憶されたりす
る。
【００４９】
　又、主制御部６は操作パネル１になされた入力を認識し、使用者の設定にあわせてコピ
ーやスキャンや送信などのジョブが行われるように複合機１００を制御する。本実施形態
の操作パネル１はパネル制御部１０（認識部に相当）、表示部１１、タッチパネル部１２
、ハードキー（例えば、テンキー部１３やスタートキー１４）、メモリー１５（記憶部に
相当）、ドライバ回路１６等を含む。パネル制御部１０はＣＰＵやＩＣ等で構成される。
パネル制御部１０は表示部１１の表示を制御し、タッチパネル部１２の出力を受け、タッ
チされた位置（座標）を特定する。タッチパネル部１２の出力と位置（座標）の対応を示
すテーブル等のデータはメモリー１５に記憶される。メモリー１５はＲＯＭやＲＡＭを含
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む。又、パネル制御部１０はタッチ位置とタッチされたときの表示部１１が表示していた
画面の画像データを比較し、タッチされた位置に表示されるキーを認識する。これにより
、パネル制御部１０は使用者により指定されたキーを認識する。
【００５０】
　通常の操作において、複合機１００の各機能を選択し、選択した機能で設定可能な設定
項目（例えば、コピー機能であれば、拡大縮小や濃度や集約や両面等）を選択し、選択し
た設定項目で設定値を設定するには、表示部１１における最上層の表示から、表示部１１
に表示されるキーの指定（選択）を繰り返す。そして、キーの指定（選択）ごとに表示部
１１の表示画面を切り換え、最終的に、設定しようとする機能の設定値が設定される。こ
の機能の選択、設定が行われたことをパネル制御部１０は認識し、その内容を本体の主制
御部６に送信する。これにより、主制御部６は使用者の意思が印刷等のジョブで反映され
るように操作パネル１で選択、設定された機能を反映した動作を画像形成部４等の各部に
行わせる。
【００５１】
　そして、表示部１１で表示される画面、画像の画像データは、例えば、操作パネル１内
のメモリー１５が記憶する。従って、パネル制御部１０はタッチされた位置に表示された
キーに応じ、次に表示すべき画面や画像の画像データをメモリー１５から読み出す。尚、
表示部１１が表示する画面、画像の画像データは本体側の記憶装置６２に記憶させてもよ
い。この場合、操作パネル１は表示部１１で表示を行うための画像データを、主制御部６
を介し記憶装置６２から受ける。いずれにしても、パネル制御部１０は表示部１１の表示
を実際に制御するドライバ回路１６（例えば、表示部１１が液晶表示パネルであれは、液
晶ドライバＩＣ）に指示を与え、画像データに基づき表示部１１に表示を行わせる。尚、
操作パネル１には、パネル制御部１０、メモリー１５を設けず、主制御部６の構成（ＣＰ
Ｕ６１や記憶装置６２）が、パネル制御部１０やメモリー１５の機能を代用しても良い。
この場合、主制御部６や記憶装置６２が操作パネル１（表示入力装置）の制御部やメモリ
ー１５としても機能する。
【００５２】
　又、タッチパネル部１２にはタッチされた位置を検知するための位置検知部１２１が設
けられる。例えば、位置検知部１２１はタッチ位置（タッチされた点の座標）を検知する
ためのＩＣである。例えば、タッチパネル部１２が静電容量方式で投影型のパネルを含む
のであれば、位置検知部１２１はタッチパネル部１２で静電容量の変化を検知し、１又は
複数同時にタッチされた位置を示す信号を出力する。パネル制御部１０は位置検知部１２
１の出力に基づき、タッチされた位置を認識する。
【００５３】
（送信先データ７と宛先情報の登録）
　次に、表示部１１に表示する宛先情報の登録と送信先データ７について説明する。図４
は送信先データ７の構成の概念の一例を示す説明図である。図５は宛先情報登録画面８１
の一例を示す説明図である。図６はソフトウェアキーボード画面８２の一例を示す説明図
である。
【００５４】
　本実施形態の操作パネル１、複合機１００では、送信を行うごとに相手方のアドレスや
ＦＡＸ番号を入力せずに済むように、操作パネル１のメモリー１５や記憶装置６２は送信
先データ７を記憶する。図４に示すように、表示部１１に送信先に関する情報を表示し、
指定するだけで送信先を設定できるようにするため、操作パネル１のメモリー１５（記憶
装置６２でもよい）は送信先データ７を記憶する。
【００５５】
　送信先データ７は複数件分の宛先情報を含む。本実施形態ではメモリー１５や記憶装置
６２は数千件分の宛先情報を送信先データ７として記憶することができる。図４に示すよ
うに、宛先情報は１つの送信先名に対して１件とカウントされる。宛先情報は送信先名（
宛名）を示すデータや、送信先名に関連づけられた番号やアドレスなどの送信先情報を示
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すデータや、データの分類等の便宜上付される属性情報を示すデータの組み合わせである
。このように、送信先データ７は複数件分の宛先情報を纏めたものである。
【００５６】
　使用者は新たな宛先情報を登録するとき、タッチパネル部１２に対して操作を行う。タ
ッチパネル部１２が宛先情報を登録するための宛先情報登録画面８１を表示させる旨の使
用者からの入力を受け付けると、パネル制御部１０は図５に示すような宛先情報登録画面
８１を表示部１１に表示させる。例えば、空欄が表示された位置をタッチすると、パネル
制御部１０は図６に示すようなソフトウェアキーボード画面８２を表示部１１に表示させ
る。このソフトウェアキーボードを用いて、文字、数字、記号等を入力することができる
。使用者は宛先情報登録画面８１で、タブの表示位置をタッチし、所望の項目（送信先名
やＦＡＸ番号やメールアドレスやネットワークパス等の送信先情報）の入力を行う。尚、
送信先名は必須の入力項目である。
【００５７】
　ここで、本実施形態の複合機１００１、操作パネル１では、１つの名称（送信先名）に
対し、複数（例えば、５つ）の送信方法に対応する複数種類の送信先情報を登録すること
ができる。具体的に、１つの名称（送信先名）に対し、ファクシミリ端末アドレス（ＦＡ
Ｘ番号）、ネットワークファクシミリアドレス、電子メールアドレス、ＳＭＢ（Ｓｅｒｖ
ｅｒ　Ｍｅｓｓａｇｅ　Ｂｌｏｃｋ）フォルダアドレス、ＦＴＰ（Ｆｉｌｅ　Ｔｒａｎｓ
ｆｅｒ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）フォルダアドレスの５つの送信先アドレス（送信先情報）を
登録することが可能である。なお、ファクシミリ端末アドレスは「ＦＡＸ」のタブ画面で
登録することができる。ネットワークファクシミリアドレスは「ｉ－ＦＡＸ」のタブ画面
で登録することができる。電子メースアドレスは「Ｅ－ｍａｉｌ」のタブ画面で登録する
ことができる。また、ＳＭＢフォルダアドレスおよびＦＴＰフォルダアドレスは、「Ｆｏ
ｌｄｅｒ」や「Ｇｒｏｕｐ」のタブ画面で登録することができる。「Ｆｏｌｄｅｒ」およ
び「Ｇｒｏｕｐ」は、階層化が可能である。これらの入力された内容が送信先情報として
、メモリー１５や記憶装置６２に記憶される。
【００５８】
　宛先情報登録画面８１でＯＫキー８１１の表示位置がタッチされると、パネル制御部１
０は入力された送信先名や送信先情報を含む宛先情報をメモリー１５や記憶装置６２に記
憶させる。これにより、メモリー１５や記憶装置６２は送信先データ７を更新する。
【００５９】
（送信先設定画面８３と送信先の指定）
　次に、図７を用いて、操作パネル１４０に表示される送信先設定画面８３と送信先の指
定の一例を説明する。図７は送信先設定画面８３の一例を示す説明図である。
【００６０】
　本実施形態の複合機１００１、操作パネル１はデータを送信する送信先を管理するため
のアドレス帳機能（送信先管理システム）を有する。ＦＡＸやインターネットＦＡＸ（登
録されたアドレスへの画像データを送信）等により画像データを送信するとき、使用者は
送信先設定画面８３を表示部１１に表示させる。タッチパネル部１２が送信先設定画面８
３を表示させる操作を受け付けると、図７に示すように、パネル制御部１０は送信先設定
画面８３を表示部１１に表示させる。送信先設定画面８３にはアドレス帳がアドレス帳表
示領域Ｒ１に表示される（アドレス帳機能）。
【００６１】
　表示部１１は予め登録された（予めメモリー１５や記憶装置６２に記憶された）複数件
分の宛先情報をアドレス帳表示領域Ｒ１に表示する。図７の例では、アドレス帳表示領域
Ｒ１に５件分の宛先情報が一覧表示される。
【００６２】
　具体的に、本実施形態のパネル制御部１０はメモリー１５や記憶装置６２に記憶された
送信先データ７を参照する。そして、パネル制御部１０は１件ごと（１宛先情報ごと）に
送信先名や送信先情報を表示部１１に表示させる。又、パネル制御部１０は１件分の送信
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先名や送信先情報にあわせて登録時の割り振られた番号（Ｎｏ、属性情報）やチェックボ
ックスを表示部１１に表示させる。
【００６３】
　そして、アドレス帳表示領域Ｒ１に対してスクロールバー８３１が設けられる。使用者
によりスクロールバー８３１がタッチされるごとに、表示部１１はアドレス帳表示領域Ｒ
１の表示内容をスクロールする。そして、スクロール方向にあわせ、最上位又は最下位に
あった送信先名や送信先情報の表示を表示部１１に消させ、新たな送信先名や送信先情報
を表示部１１に表示させる。
【００６４】
　そして、宛先情報の表示位置がタッチされたことをタッチパネル部１２が認識すると、
パネル制御部１０はタッチされた位置に表示された送信先（宛先情報）が指定されたと認
識する。送信ジョブの指示が操作パネル１になされ（例えば、スタートキー１４を押す）
、送信ジョブが実行されると、パネル制御部１０や主制御部６は指定された送信先（ＦＡ
Ｘ番号やアドレス）に画像データを送信する。このように、送信先設定画面８３では送信
先を設定することができる。
【００６５】
　ここで、多数の宛先情報（例えば、数百～数千件）が登録されているとき、全件の宛先
情報のなかから特定の宛先情報を指定することは困難である。そこで、送信先設定画面８
３には、送信先名の頭文字で宛先情報を絞り込むための第１絞り込みキー群８４や、送信
方法の種類で絞り込むための第２絞り込みキー群８５が配される。
【００６６】
　第１絞り込みキー群８４には、アルファベットがグループ分けされて表記されたキー（
例えば、「Ａ－Ｃ」等）やひらがなの行を示す文字が表記されたキーや数字で絞り込みを
行うための複数の第１絞り込みキー８６が含まれる。いずれかの第１絞り込みキー８６の
表示位置をタッチすることで、第１絞り込みキー８６に表記された文字で送信先データ７
中、表示する宛先情報の範囲を絞り込むことができる。
【００６７】
　例えば、タッチパネル部１２が「あ」と表記された第１絞り込みキー８６の表示位置へ
のタッチを受け付けると、パネル制御部１０は送信先データ７を、送信先名の読みが「あ
行」の宛先情報（送信先名や送信先情報）のみに絞り込んだ絞り込みデータを生成する。
そして、パネル制御部１０は絞り込みデータに基づいて、送信先名の読みが「あ行」のも
のだけの宛先情報を表示部１１に表示させる（例えば、アドレス帳表示領域Ｒ１に表示）
。
【００６８】
　又、例えば、タッチパネル部１２が「Ａ－Ｃ」と表記された第１絞り込みキー８６の表
示位置へのタッチを受け付けると、パネル制御部１０は送信先データ７のうち、送信先名
の頭文字が「Ａ（ａ）」、「Ｂ（ｂ）」、「Ｃ（ｃ）」の宛先情報のみに絞り込んだ絞り
込みデータを生成する。そして、パネル制御部１０は絞り込みデータに基づいて、送信先
名の頭文字が「Ａ（ａ）」、「Ｂ（ｂ）」又は「Ｃ（ｃ）」のものだけの宛先情報を表示
部１１に表示させる（他のアルファベットの範囲を示す第１絞り込みキー８６も同様）。
【００６９】
　第２絞り込みキー群８５には、送信方法を示す複数のキーが含まれる。具体的に、第２
絞り込みキー群８５には、異なる送信方法である「Ｅ－ｍａｉｌ」、「Ｆｏｌｄｅｒ」、
「ＦＡＸ」、「ｉ－ＦＡＸ」および「Ｇｒｏｕｐ」の第２絞り込みキー８７が含まれる。
使用者が第２絞り込みキー群８５のうち、いずれかの第２絞り込みキー８７の表示位置を
タッチすると、操作された第２絞り込みキー８７に対応する送信方法の送信先情報（送信
先アドレス）が登録された宛先情報のみが送信先設定画面８３に表示される（絞り込まれ
る）。なお、本実施形態の複合機１００１では、第２絞り込みキー８７を同時に複数選択
可能である（例えば、「ＦＡＸ」と「ｉ－ＦＡＸ」）。又、第１絞り込みキー８６で絞り
込みつつ、第２絞り込みキー８７で絞り込むこともできる。
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【００７０】
　又、例えば、タッチパネル部１２が「ＦＡＸ」と表記された第２絞り込みキー８７の表
示位置がタッチされたことを受け付けると、パネル制御部１０は送信先データ７のうち、
ＦＡＸ番号が登録されている宛先情報のみに絞り込んだ絞り込みデータを生成する。そし
て、パネル制御部１０は絞り込みデータに基づいて、ＦＡＸ番号が定められた宛先情報の
み表示部１１に表示させる。
【００７１】
（リスト９を呼び出すための操作）
　次に、図８、図９を用いて、リスト９の呼び出し操作の一例を説明する。図８はリスト
９の呼び出し操作の一例を説明するための説明図である。図９は送信先設定画面８３に表
示されたリスト９の一例を示す説明図である。
【００７２】
　上述のように、本実施形態の操作パネル１、複合機１００では、画像データの送信先を
指定するとき、送信先設定画面８３を表示させ、第１絞り込みキー８６や第２絞り込みキ
ー８７を用いて表示させる宛先情報の範囲を定める。そして、使用者はスクロールキーな
どを用いて所望の送信先をアドレス帳表示領域Ｒ１に表示させる。その後、所望の送信先
の表示位置をタッチすることで送信先を指定することができる。
【００７３】
　しかし、絞り込みを行っても宛先情報の件数が多数（数十件や１００件以上）となるこ
とがある。このような場合、絞り込まれた件数のうち、所望の送信先の順番が後の方であ
れば、送信先を指定するまでに比較的長い時間がかかってしまうことがある。そこで、本
実施形態の操作パネル１、複合機１００では簡易、直感的な操作で、複数件分の宛先情報
を示し送信先を指定するためのリスト９を複数枚、連続的に表示するようにする。これに
より、簡易、迅速に所望の送信先を指定できるようにする。
【００７４】
　そして、リスト９は複数の宛先情報（本実施形態の例ではリスト９１枚につき最大７件
の宛先情報、図９参照）を一覧として表示したものである。そして、タッチパネル部１２
はリスト９に表示された宛先情報（送信先名やＦＡＸ番号やアドレス）の表示位置をタッ
チすることによる送信先の指定を受け付け、パネル制御部１０は指定された送信先を画像
データの送信先と認識する。
【００７５】
　本実施形態の操作パネル１では、図８に示すように、リスト９を呼び出すとき、使用者
は２点タッチを行う。タッチパネル部１２は送信先設定画面８３など、送信ジョブに関す
る設定画面での２点タッチを受け付ける（２点タッチの位置を検知する）。パネル制御部
１０はタッチパネル部１２の出力に基づき、リスト９呼び出しの実行指示がなされたと認
識する。尚、リスト９の呼び出すための指示は２点タッチに限らず、３点以上の複数点の
同時タッチでもよい。
【００７６】
　ここで、リスト９を呼び出す前に、第１絞り込みキー８６や第２絞り込みキー８７を用
いて、リスト９として表示する宛先情報の範囲を指定しておく（絞り込んでおく）ことが
できる。タッチパネル部１２はタッチされた絞り込みキーの表示位置を検知する。そして
、パネル制御部１０は送信先データ７のうち、タッチされた絞り込みキーに応じてリスト
９として表示する宛先情報の範囲を絞り込んだ絞り込みデータを生成する。そして、パネ
ル制御部１０は絞り込みデータに基づいて宛先情報が絞り込まれたリスト９を表示部１１
に表示させる。
【００７７】
　例えば、図９以降の図面では、第１絞り込みキー８６の「Ｄ－Ｆ」と表記された絞り込
みキーの表示位置がタッチされ、頭文字が「Ｄ」、「Ｅ」、「Ｆ」の送信先名の宛先情報
に絞り込まれているときのリスト９の表示例の一例を示している。
【００７８】
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（リスト９の表示処理）
　次に、図１０～図１５を用いて複数枚のリスト９の表示処理について説明する。図１０
は右上から左下の方向への複数枚のリスト９の表示の一例を示す説明図である。図１１は
左上から右下の方向への複数枚のリスト９の表示の一例を示す説明図である。図１２は上
から下の方向への複数枚のリスト９の表示の一例を示す説明図である。図１３は下から上
の方向への複数枚のリスト９の表示の一例を示す説明図である。図１４は右から左の方向
への複数枚のリスト９の表示の一例を示す説明図である。図１５は左から右の方向への複
数枚のリスト９の表示の一例を示す説明図である。
【００７９】
　尚、送信先を指定するためのリスト９は画像データの送信ジョブの設定画面上（例えば
、送信先設定画面８３上）で表示されるが、図１０～図１５では、便宜上、見やすくする
ため、リスト９以外の部分の表示はあえて非表示としている。
【００８０】
　まず、図８、図９を用いて説明したように、リスト９の呼び出しを行うとき、使用者は
複数点の同時タッチを行う。そして、パネル制御部１０はタッチパネル部１２の出力に基
づき、複数点の同時タッチの後、最初にタッチされた点から移動後のタッチ位置までの距
離と移動方向を認識する。
【００８１】
　ここで、最初のタッチした位置は、複数点のタッチ（例えば、２点タッチ）の後、指が
タッチパネル部１２から離されないままタッチされた点が移動されたとき、タッチされた
複数点のうち、タッチ位置が移動されたタッチ位置の最初にタッチされた位置である。尚
、複数のタッチ位置がいずれも移動しているとき、いずれか一方（例えば、表示部１１の
表示領域の端に近い方）の最初にタッチされた位置である。複数点のタッチ（例えば、２
点タッチ）の後、移動無しに指がタッチパネル部１２からいったん離されたとき、再びタ
ッチされた点の位置である。
【００８２】
　このように、例えば、使用者は２点タッチした後、タッチした２点をタッチしたままス
ライド移動させることによりリスト９の表示枚数等を操ることができる。あるいは、使用
者は２点タッチした後、指をタッチパネル部１２から離し、１タッチを行い、１点タッチ
の位置をスライド移動させることによりリスト９の表示枚数や表示順（昇順・降順）等を
操ることもできる。
【００８３】
　パネル制御部１０はタッチパネル部１２が検知した最初にタッチされた位置の座標と移
動後のタッチ位置の座標に基づき、最初にタッチされた点から移動後のタッチ位置までの
距離と移動方向を演算により求める。例えば、パネル制御部１０は最初にタッチされた位
置の横軸方向の座標と移動後のタッチ位置の横軸方向の差の２乗と最初にタッチされた位
置の縦軸方向の座標と移動後のタッチ位置の縦軸方向の差の２乗との和の平方根を求めて
距離を求める。又、パネル制御部１０は最初にタッチされた位置の横軸方向の座標と移動
後のタッチ位置の横軸方向の差に対する最初にタッチされた位置の縦軸方向の座標と移動
後のタッチ位置の縦軸方向の差の比をもとめ、最初にタッチされた位置と移動後のタッチ
位置の傾きから移動方向を求める。
【００８４】
　そして、図１０～図１５に示すように、パネル制御部１０はタッチ位置の移動距離が長
くなるに従い、リスト９の表示枚数を増やす。具体的には、パネル制御部１０は移動距離
が予め定められた間隔を超えるごとに、リスト９の表示枚数を１枚増やす。言い換えると
、パネル制御部１０は移動距離を予め定められた間隔で割って得られる整数と同じ枚数の
リスト９を表示部１１に表示させる。
【００８５】
　又、リスト９は表示部１１の領域をある程度占めるので、パネル制御部１０は前に表示
したリスト９の上方に重ねるようにして、新たなリスト９を表示部１１に表示させる。こ
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れにより、新たに表示されたリスト９は絶えず使用者からみて最前面の位置となる。
【００８６】
　そして、パネル制御部１０は認識した移動方向に沿って順番に前に表示したリスト９の
上方に新たなリスト９を表示する。言い換えると、パネル制御部１０はタッチされた位置
の移動方向に沿うように順番に新たなリスト９を表示部１１に表示させる。
【００８７】
　タッチされた位置の移動方向に沿うように順番に新たなリスト９を表示するため、図１
０から図１５に示すように、パネル制御部１０は２点タッチによりタッチされた位置に重
なるようにリスト９を表示する。尚、図１０～図１５では、タッチされた位置の移動方向
を白抜矢印で示している。又、図１０～図１５では上段から下段に向かうに従い、移動距
離が長くなっていることを示し、白抜矢印の長短は移動距離の長短を示す。
【００８８】
　そして、使用者は所望の送信先を含むリスト９が表示されると、タッチ位置の移動を止
める。そして、所望の送信先が表示された位置をタッチすることで、送信先を指定するこ
とができる。このとき、リスト９内の送信先をタッチする前に、いったん指はタッチパネ
ル部１２から離されてもよい。
【００８９】
　タッチパネル部１２はリスト９の表示位置内でタッチがあったことを検知し、送信先の
指定を受け付ける。そして、パネル制御部１０はタッチパネル部１２の出力に基づき、指
定された送信先を認識する。そして、送信ジョブの実行が指示されると、パネル制御部１
０や主制御部６は指定された送信先に向けて通信部６３から画像データを送信させる。
【００９０】
　ここで、各リスト９を送信先名の昇順で表示するか、降順で表示するかは、タッチされ
た位置の移動方向に応じて予め定められている。本実施形態の例では、図１０～図１５に
示すように、移動方向が右から左、上から下、右上から左下、右下から左上のとき、パネ
ル制御部１０は昇順で送信先名が並べられたリスト９（値の小さいデータから表示、図１
０～図１５の例ではアルファベット順）を表示部１１に表示させる。又、移動方向が左か
ら右、又は、下から上、左上から右下、左下から右上のとき、パネル制御部１０は降順で
送信先名が並べられたリスト９（値の大きいデータから表示、図１０～図１５の例ではア
ルファベット順の逆順）を表示部１１に表示させる。そのため、タッチされた位置の移動
距離が長くなるに従って、パネル制御部１０は送信先名の昇順、又は、降順で整列された
リスト９を順番に表示部１１に表示させる。尚、移動方向に対し、昇順とするか降順とす
るかは上記の例に限られず、任意に定めることができる。
【００９１】
　ここで、図１０～図１５を用いて、リスト９の表示の態様の一例を説明する。尚、図１
０～図１５では、第１絞り込みキー８６によって、送信先名の頭文字がＤ、Ｅ、Ｆの宛先
情報のみが表示されるように絞り込んだ状態でのリスト９の表示の一例を示している。
【００９２】
　図１０はタッチ位置を右上から左下の方向に向けて移動させたときのリスト９の表示態
様の一例を示す。図１０の例では、最上段の図に示すように、最初にタッチされた位置は
表示部１１の表示領域のうち、右上の領域である。図１０に白抜矢印で示すように、タッ
チ位置の移動方向は右上から左下である。
【００９３】
　そして、図１０の最上段の図に示すように、移動距離が予め定められた間隔を超えると
パネル制御部１０は移動方向に基づき、昇順で整列された１枚目のリスト９を表示部１１
に表示させる。このとき、２ページ目以降のリスト９を表示しやすくするため、パネル制
御部１０は最初にタッチされた位置に応じて、一定の規則に基づく表示位置に１枚目のリ
スト９を表示部１１に表示させる。例えば、図１０に示すように、表示部１１の表示領域
を均等に複数の領域に分割（例えば、４分割）し、分割された領域のうち、最初にタッチ
された位置が右上の領域のとき、１枚目のリスト９の右上隅とタッチされている点が重な
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るように、パネル制御部１０は１枚目のリスト９を表示部１１に表示させてもよい。
【００９４】
　そして、図１０の２段目から最下段の図に示すように、移動距離が予め定められた間隔
を超えるごとに、パネル制御部１０はタッチされた位置の移動方向に沿うように、前に表
示されたリスト９の一部の上方に重ねるようにして順番に新たなリスト９を表示する。又
、パネル制御部１０は（移動距離が予め定められた距離が整数倍となったときの）タッチ
された位置と新たに表示するリスト９の右上隅とが重なるように、新たなリスト９を表示
部１１に表示させる。尚、前に表示したリスト９に戻りたい場合（重ねられて見えなくな
ったリスト９を表示させたい場合）、移動距離が短くなるように、タッチ位置を戻せばよ
い（タッチ位置を右上方向に移動させる）。パネル制御部１０は移動距離が増えれば、表
示部１１に表示させるリスト９の枚数を増やし、移動距離が減れば、表示部１１に表示さ
せるリスト９の枚数を減らす。
【００９５】
　次に、図１１の例を説明する。図１１はタッチ位置を左上から右下の方向に向けて移動
させたときのリスト９の表示態様の一例を示す。図１１の例では、最上段の図に示すよう
に、最初にタッチされた位置は表示部１１の表示領域のうち、左上の領域である。図１１
に白抜矢印で示すように、タッチ位置の移動方向は左上から右下である。
【００９６】
　そして、図１１の最上段の図に示すように、移動距離が予め定められた間隔を超えると
パネル制御部１０は移動方向に基づき、降順で整列された１枚目のリスト９を表示部１１
に表示させる。このとき、２ページ目以降のリスト９を表示しやすくするため、パネル制
御部１０は最初にタッチされた位置に応じて、一定の規則に基づく表示位置に１枚目のリ
スト９を表示部１１に表示させる。例えば、図１１に示すように、表示部１１の表示領域
を均等に複数の領域に分割（例えば、４分割）し、分割された領域のうち、最初にタッチ
された位置が左上の領域のとき、１枚目のリスト９の左上隅とタッチされている点が重な
るように、パネル制御部１０は１枚目のリスト９を表示部１１に表示させてもよい。
【００９７】
　そして、図１１の２段目から最下段の図に示すように、移動距離が予め定められた間隔
を超えるごとに、パネル制御部１０はタッチされた位置の移動方向に沿うように、前に表
示されたリスト９の一部の上方に重ねるようにして順番に新たなリスト９を表示する。又
、パネル制御部１０は（移動距離が予め定められた距離が整数倍となったときの）タッチ
された位置と新たに表示するリスト９の左上隅とが重なるように、新たなリスト９を表示
部１１に表示させる。尚、前に表示したリスト９に戻りたい場合（重ねられて見えなくな
ったリスト９を表示させたい場合）、移動距離が短くなるように、タッチ位置を戻せばよ
い（タッチ位置を左上方向に移動させる）。パネル制御部１０は移動距離が増えれば、表
示部１１に表示させるリスト９の枚数を増やし、移動距離が減れば、表示部１１に表示さ
せるリスト９の枚数を減らす。
【００９８】
　次に、図１２の例を説明する。図１２はタッチ位置を上から下の方向に向けて移動させ
たときのリスト９の表示態様の一例を示す。図１２の例では、最上段の図に示すように、
最初にタッチされた位置は表示部１１の表示領域のうち、右上の領域である。図１２に白
抜矢印で示すように、タッチ位置の移動方向は上から下である。
【００９９】
　そして、図１２の最上段の図に示すように、移動距離が予め定められた間隔を超えると
パネル制御部１０は移動方向に基づき、昇順で整列された１枚目のリスト９を表示部１１
に表示させる。このとき、２ページ目以降のリスト９を表示しやすくするため、パネル制
御部１０は最初にタッチされた位置に応じて、一定の規則に基づく表示位置に１枚目のリ
スト９を表示部１１に表示させる。例えば、図１２に示すように、表示部１１の表示領域
を均等に複数の領域に分割（例えば、４分割）し、分割された領域のうち、最初にタッチ
された位置が右上の領域のとき、１枚目のリスト９の右上隅とタッチされている点が重な
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るように、パネル制御部１０は１枚目のリスト９を表示部１１に表示させてもよい。
【０１００】
　そして、図１２の２段目から最下段の図に示すように、移動距離が予め定められた間隔
を超えるごとに、パネル制御部１０はタッチされた位置の移動方向に沿うように、前に表
示されたリスト９の一部の上方に重ねるようにして順番に新たなリスト９を表示する。又
、パネル制御部１０は（移動距離が予め定められた距離が整数倍となったときの）タッチ
された位置と新たに表示するリスト９の右上隅とが重なるように、新たなリスト９を表示
部１１に表示させる。尚、前に表示したリスト９に戻りたい場合（重ねられて見えなくな
ったリスト９を表示させたい場合）、移動距離が短くなるように、タッチ位置を戻せばよ
い（タッチ位置を上方向に移動させる）。パネル制御部１０は移動距離が増えれば、表示
部１１に表示させるリスト９の枚数を増やし、移動距離が減れば、表示部１１に表示させ
るリスト９の枚数を減らす。
【０１０１】
　次に、図１３の例を説明する。図１３はタッチ位置を下から上の方向に向けて移動させ
たときのリスト９の表示態様の一例を示す。図１３の例では、最上段の図に示すように、
最初にタッチされた位置は表示部１１の表示領域のうち、左下の領域である。図１３に白
抜矢印で示すように、タッチ位置の移動方向は下から上である。
【０１０２】
　そして、図１３の最上段の図に示すように、移動距離が予め定められた間隔を超えると
パネル制御部１０は移動方向に基づき、降順で整列された１枚目のリスト９を表示部１１
に表示させる。このとき、２ページ目以降のリスト９を表示しやすくするため、パネル制
御部１０は最初にタッチされた位置に応じて、一定の規則に基づく表示位置に１枚目のリ
スト９を表示部１１に表示させる。例えば、図１３に示すように、表示部１１の表示領域
を均等に複数の領域に分割（例えば、４分割）し、分割された領域のうち、最初にタッチ
された位置が左下の領域のとき、１枚目のリスト９の左下隅とタッチされている点が重な
るように、パネル制御部１０は１枚目のリスト９を表示部１１に表示させてもよい。
【０１０３】
　そして、図１３の２段目から最下段の図に示すように、移動距離が予め定められた間隔
を超えるごとに、パネル制御部１０はタッチされた位置の移動方向に沿うように、前に表
示されたリスト９の一部の上方に重ねるようにして順番に新たなリスト９を表示する。又
、パネル制御部１０は（移動距離が予め定められた距離が整数倍となったときの）タッチ
された位置と新たに表示するリスト９の左下隅とが重なるように、新たなリスト９を表示
部１１に表示させる。尚、前に表示したリスト９に戻りたい場合（重ねられて見えなくな
ったリスト９を表示させたい場合）、移動距離が短くなるように、タッチ位置を戻せばよ
い（タッチ位置を下方向に移動させる）。パネル制御部１０は移動距離が増えれば、表示
部１１に表示させるリスト９の枚数を増やし、移動距離が減れば、表示部１１に表示させ
るリスト９の枚数を減らす。
【０１０４】
　次に、図１４の例を説明する。図１４はタッチ位置を右から左の方向に向けて移動させ
たときのリスト９の表示態様の一例を示す。図１４の例では、最上段の図に示すように、
最初にタッチされた位置は表示部１１の表示領域のうち、右下の領域である。図１４に白
抜矢印で示すように、タッチ位置の移動方向は右から左である。
【０１０５】
　そして、図１４の最上段の図に示すように、移動距離が予め定められた間隔を超えると
パネル制御部１０は移動方向に基づき、昇順で整列された１枚目のリスト９を表示部１１
に表示させる。このとき、２ページ目以降のリスト９を表示しやすくするため、パネル制
御部１０は最初にタッチされた位置に応じて、一定の規則に基づく表示位置に１枚目のリ
スト９を表示部１１に表示させる。例えば、図１４に示すように、表示部１１の表示領域
を均等に複数の領域に分割（例えば、４分割）し、分割された領域のうち、最初にタッチ
された位置が右下の領域のとき、１枚目のリスト９の右下隅とタッチされている点が重な
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るように、パネル制御部１０は１枚目のリスト９を表示部１１に表示させてもよい。
【０１０６】
　そして、図１４の２段目から最下段の図に示すように、移動距離が予め定められた間隔
を超えるごとに、パネル制御部１０はタッチされた位置の移動方向に沿うように、前に表
示されたリスト９の一部の上方に重ねるようにして順番に新たなリスト９を表示する。又
、パネル制御部１０は（移動距離が予め定められた距離が整数倍となったときの）タッチ
された位置と新たに表示するリスト９の右下隅とが重なるように、新たなリスト９を表示
部１１に表示させる。尚、前に表示したリスト９に戻りたい場合（重ねられて見えなくな
ったリスト９を表示させたい場合）、移動距離が短くなるように、タッチ位置を戻せばよ
い（タッチ位置を右方向に移動させる）。パネル制御部１０は移動距離が増えれば、表示
部１１に表示させるリスト９の枚数を増やし、移動距離が減れば、表示部１１に表示させ
るリスト９の枚数を減らす。
【０１０７】
　次に、図１５の例を説明する。図１５はタッチ位置を左から右の方向に向けて移動させ
たときのリスト９の表示態様の一例を示す。図１５の例では、最上段の図に示すように、
最初にタッチされた位置は表示部１１の表示領域のうち、左上の領域である。図１５に白
抜矢印で示すように、タッチ位置の移動方向は左から右である。
【０１０８】
　そして、図１５の最上段の図に示すように、移動距離が予め定められた間隔を超えると
パネル制御部１０は移動方向に基づき、降順で整列された１枚目のリスト９を表示部１１
に表示させる。このとき、２ページ目以降のリスト９を表示しやすくするため、パネル制
御部１０は最初にタッチされた位置に応じて、一定の規則に基づく表示位置に１枚目のリ
スト９を表示部１１に表示させる。例えば、図１５に示すように、表示部１１の表示領域
を均等に複数の領域に分割（例えば、４分割）し、分割された領域のうち、最初にタッチ
された位置が左上の領域のとき、１枚目のリスト９の左上隅とタッチされている点が重な
るように、パネル制御部１０は１枚目のリスト９を表示部１１に表示させてもよい。
【０１０９】
　そして、図１５の２段目から最下段の図に示すように、移動距離が予め定められた間隔
を超えるごとに、パネル制御部１０はタッチされた位置の移動方向に沿うように、前に表
示されたリスト９の一部の上方に重ねるようにして順番に新たなリスト９を表示する。又
、パネル制御部１０は（移動距離が予め定められた距離が整数倍となったときの）タッチ
された位置と新たに表示するリスト９の左上隅とが重なるように、新たなリスト９を表示
部１１に表示させる。尚、前に表示したリスト９に戻りたい場合（重ねられて見えなくな
ったリスト９を表示させたい場合）、移動距離が短くなるように、タッチ位置を戻せばよ
い（タッチ位置を左方向に移動させる）。パネル制御部１０は移動距離が増えれば、表示
部１１に表示させるリスト９の枚数を増やし、移動距離が減れば、表示部１１に表示させ
るリスト９の枚数を減らす。
【０１１０】
（リスト９の表示制御の流れ）
　次に、図１６を用いて、本実施形態の操作パネル１でのリスト９の表示制御の流れの一
例を説明する。図１６はリスト９の表示制御の流れの一例を示すフローチャートである。
【０１１１】
　まず、図１６のスタートは送信先設定画面８３などが使用者によってなされたリスト９
呼び出し操作（複数点の同時タッチ）をタッチパネル部１２が検知し、パネル制御部１０
がこれからリスト９の表示を行うことを認識した時点である。この時点で第１絞り込みキ
ー８６や第２絞り込みキー８７によって、送信先データ７のうち、リスト９に表示する宛
先情報の件数は絞り込まれている。
【０１１２】
　続いて、パネル制御部１０はタッチパネル部１２の出力に基づき、最初のタッチ位置か
ら移動後のタッチ位置までの移動方向を認識する（ステップ♯１）。そして、パネル制御
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部１０は移動方向に基づきリスト９を昇順で表示するか降順で表示するかを定める（ステ
ップ♯２）。言い換えると、パネル制御部１０はリスト９での宛先情報の表示順を定める
（ステップ♯２）。
【０１１３】
　そして、パネル制御部１０は最初のタッチ位置から移動後のタッチ位置までの移動距離
に応じた枚数のリスト９を表示部１１に表示させる（ステップ♯３）。表示部１１は複数
枚のリスト９を表示するとき、前に表示したリスト９に重ねて新しいリスト９を表示する
。
【０１１４】
　そして、パネル制御部１０はタッチパネル部１２の出力に基づき、リスト９に表示され
た送信先の表示位置に対してタッチがされることにより、送信先の指定がなされたか否か
を確認する（ステップ♯４）。もし、送信先の指定がなされていなければ（ステップ♯４
のＮｏ）、フローはステップ♯３に戻る。一方、送信先の指定がなされれば、パネル制御
部１０は送信先を認識する（ステップ♯５）。そして、パネル制御部１０は表示部１１で
のリスト９の表示をやめさせる（リスト９の表示を終了させる。ステップ♯６）。そして
、本フローは終了する（エンド）。
【０１１５】
　このようにして、本実施形態に係る表示入力装置（操作パネル１）は本実施形態の表示
入力装置（操作パネル１）は、複数件分の、送信先名と送信先名に対応づけられ送信先の
番号やアドレスを示す送信先情報を含む宛先情報を送信先データ７として記憶する記憶部
（メモリー１５、記憶装置６２）と、画面、画像を表示し、送信先データ７に基づき、複
数件分の宛先情報を示し、送信先を指定するためのリスト９を表示する表示部１１と、表
示部１１に対して設けられ、使用者の入力を受け付け、１又は複数のタッチされている位
置を検知するタッチパネル部１２と、最初にタッチした位置から移動後のタッチ位置まで
の移動距離と、タッチ位置を移動させた方向である移動方向を認識する認識部（パネル制
御部１０）を含み、タッチパネル部１２が複数点の同時タッチを受け付けたとき、表示部
１１は、１又は複数枚のリスト９を表示し、認識部が認識した移動距離が長くなるに従っ
て表示するリスト９の枚数を増やし、複数枚のリスト９を表示するとき、認識部（パネル
制御部１０）が認識した移動方向に沿って順番に前に表示したリスト９の上方に新たなリ
スト９を重ねて表示し、タッチパネル部１２はリスト９に含まれるいずれかの送信先を指
定する入力を受け付けることとした。
【０１１６】
　これにより、使用者は複数点の同時タッチすることで、リスト９を表示させることがで
きる。又、タッチした点の移動量を調整することで、表示されるリスト９の枚数をコント
ロールすることができる。又、タッチした点を移動させる方向に沿って順番にリスト９が
展開されていくので、タッチした点をスライドさせる操作がリスト９の表示を繰る操作と
直結し、表示されるリスト９の枚数や方向を滑らかに扱うことができる。従って、使用者
は直感的な操作で所望の送信先を簡易に表示部１１に表示させることができる。又、使用
者は簡易、迅速に所望の送信先を指定できる。
【０１１７】
　又、移動方向に対して、送信先名の昇順で宛先情報が整列されたリスト９を順番に表示
するか、送信先名の降順で宛先情報が整列されたリスト９を順番に表示するかが予め定め
られており、表示部１１は、移動方向に応じて、送信先名の昇順又は降順で宛先情報が整
列されたリスト９を順番に表示する。これにより、使用者はタッチした点を移動させる方
向によってリスト９の内容（表示される送信先名）を昇順で整列させるか、降順で整列さ
せるか選択することができる。従って、リスト９の内容を使用者が所望する順番に並べて
表示させることができる。
【０１１８】
　又、表示部１１はタッチされている位置に重なるようにリスト９を表示する。これによ
り、タッチした点の移動方向に沿うようにリスト９が表示される。
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【０１１９】
　又、認識部（パネル制御部１０）は複数点の同時にタッチされた点が無くなった後、新
たにタッチされた点の位置の移動距離と移動方向、又は、複数点の同時タッチの後、タッ
チされたままのいずれかの点の移動距離と移動方向を認識する。これにより、タッチパネ
ル部１２に複数点のタッチをした後（リスト９の表示モードとした後）、例えば、１点の
タッチをした指を動かす操作や、リスト９を表示させるために複数点タッチに用いられた
、いずれかの指を移動させる操作によって、複数枚分のリスト９の表示をコントロールす
ることができる。
【０１２０】
　又、タッチパネル部１２はリスト９として表示する宛先情報の範囲を指定する入力を受
け付け、表示部１１は指定された範囲の宛先情報が送信先名の昇順又は降順で整列された
リスト９を表示する。これにより、リスト９として表示する対象を絞ったうえで、リスト
９を表示させることができる。従って、表示されるリスト９の枚数を減らすことができ、
速やかに所望の送信先名を含むリスト９を表示させることができる。
【０１２１】
　又、画像形成装置（例えば、複合機１００）は、実施形態に係る表示入力装置（操作パ
ネル１）を含む。これにより、使用者は直感的な操作で所望の送信先を簡易に表示部１１
に表示させ、簡易、直感的に所望の送信先を指定できる。これにより、送信のための操作
が容易で使いやすい画像形成装置を提供することができる。
【０１２２】
　本発明の実施形態を説明したが、本発明の範囲はこれに限定されるものではなく、発明
の主旨を逸脱しない範囲で種々の変更を加えて実施することができる。
【産業上の利用可能性】
【０１２３】
　本発明は、操作パネル１等の表示部１１とタッチパネル部１２を有する表示入力装置や
、画像形成装置に利用可能である。
【符号の説明】
【０１２４】
１００　複合機（画像形成装置）　　　　　　１　　　操作パネル（表示入力装置）
１０　　パネル制御部（認識部）　　　　　　１１　　表示部
１２　　タッチパネル部　　　　　　　　　　１５　　メモリー（記憶部）
６２　　記憶装置（記憶部）　　　　　　　　７　　　送信先データ
９　　　リスト
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